
出題意図

総合型Ⅰ期
◎科学的・論理的な思考ができるか、また文章での表現力を判断する。（AP5）
◎持続可能な循環型社会についての理解度、また自分が具体的にどのように関わるイメージを持っているかを考査する。(AP2、AP3)

総合型Ⅱ期
◎科学的・論理的な思考ができるか、また文章での表現力を判断する。（AP5）
◎我が国における現在の農業の抱える諸課題に対する認識度および将来の問題点についての認識度を考査する。（AP1、AP2、AP3）

総合型Ⅲ期
◎科学的・論理的な思考ができるか、また文章での表現力を判断する。（AP5）
◎我が国における現在の農業の抱える諸課題に対する認識度を問うとともに、そこからさらに発展する問題の解決策を問う。（AP2、AP3）

総合型Ⅳ期
◎科学的・論理的な思考ができるか、また文章での表現力を判断する。（AP5）
◎生物と自然との調和を理解し、環境に負荷をかけない農業への理解度を考査する。（AP1、AP2、AP3）

総合型Ⅴ期
◎科学的・論理的な思考ができるか、また文章での表現力を判断する。（AP5）
◎世界的な環境問題への危機感を検証するとともに将来自分が環境問題の解決に貢献するイメージを考査する。（AP2、AP3）

学校推薦型Ⅰ期
◎科学的・論理的な思考ができるか、また文章での表現力を判断する。（AP5）
◎現在、主要な環境問題として7～9課題が解決すべき喫緊の課題として挙げられるが、園芸、造園あるいは自然環境の立場から「環境保全」を具体的に実践できる方法について問う。（AP1、AP3）

学校推薦型Ⅱ期
◎科学的・論理的な思考ができるか、また文章での表現力を判断する。（AP5）
◎現在の国際的・国内的な社会問題に対して、自分自身の解決策を見出す力を考査する。（AP1）

　社会人Ⅱ期
◎科学的・論理的な思考ができるか、また文章での表現力を判断する。（AP5）
◎2015年に国連総会で承認されたSDGsの考え方の基礎となった『持続可能な発展』について、将来の自分が農業、園芸、造園あるいは自然環境に関わるであろう分野からその具体的な解決手段と想像力を考査する。（AP1、
AP2、AP3）

編入学Ⅰ期
◎科学的・論理的な思考ができるか、また文章での表現力を判断する。（AP5）
◎現在、主要な環境問題として7～9課題が解決すべき喫緊の課題として挙げられる。それらの課題を具体的にどのように解決するについての思考力を考査する。（AP1、AP3）
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